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研究成果の概要（和文）：内視鏡用人工知能（AI）は内視鏡検査中に大腸ポリープ等を自動で検出し、医師の見
落としを予防することが期待されている。このAIによって、将来の癌死が実際に抑制できるかどうかを検証/推
論することが、本研究の目的である。本研究では、この目的を達成すべく、AIのもつ癌死抑制効果などに関する
マイクロシミュレーション研究やメタアナライシスを実施し、その結果をもとにAIの有効性を検証するに足るラ
ンダム化比較試験デザインに関する研究を進め、その成果を公表した。これらにより、大規模試験の礎となる、
研究インフラを確立することができた。

研究成果の概要（英文）：Artificial intelligence (AI) for colonoscopy is expected to automatically 
detect colorectal polyps during colonoscopy and prevent doctors from overlooking them. The aim of 
this study project is to verify/infer whether future cancer deaths can actually be reduced by the 
use of AI. In order to achieve this objective, microsimulation studies and meta-analyses were 
conducted on the effect of AI on cancer incidence and mortality. Results of these studies were used 
to develop a randomised controlled trial design sufficient to verify the effectiveness of AI. These 
have enabled the establishment of a research infrastructure that will form the basis for large-scale
 clinical trials.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
人工知能（AI)の臨床応用においては、その有用性について十分な証拠が欠如している。本研究は、AIを大腸内
視鏡に併用することで、将来の大腸がん罹患率を約５パーセント減らすことができることを高精度のシミュレー
ション研究で示した点において、学術的意義がある。今後は、実際の患者様への導入をすることでリアルワール
ドの有効性を検証する必要があるため、その意味で、研究インフラを確立させた本研究の社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 

 

大腸内視鏡で腫瘍性ポリープを全摘除することで、将来的に約 70%の大腸癌死亡が抑制でき

る（Nishihara, et al. N Engl J Med 2013）。しかし、腫瘍検出能の低い医師が内視鏡を実施すると、

死亡率抑制効果が減少するため (Corley, et al. N Engl J Med 2014)、腫瘍検出率を如何にして向上

させるかが至上課題となっている。 

この問題を、人工知能(AI)で解決するという発想のもと、申請者らは 4 期にわたる科研費補助

の下（2013-2021 年度）、腫瘍性ポリープを 93%の精度で検出・識別できる AI を世界に先駆けて

開発した（Mori, et al. Ann Intern Med 2018）。一方で、死亡率抑制効果については壮大な研究コン

ソーシアム・資金が必要になるため、検証できていない状況であった。 

 

２．研究の目的 

本研究では、内視鏡疫学研究の先駆者であるオスロ大学 Bretthauer 教授の協力のもと、研究領

域を格段に発展させる。すなわち、欧州の大腸癌検診プログラムと熟達したマイクロシミュレー

ションの技術を研究利用することで、AI による死亡率抑制効果を明らかにする。この際、内視

鏡データと死亡データが紐づいた欧州の検診レジストリーを使うことで、患者追跡コストを極

限まで低減することを目指す。日本では実現し得ないスピード感で世界初のエビデンスを構築

し、内視鏡 AI の一般化を促進、その結果、世界の大腸癌死亡者数を減らすことが、本研究の最

終目的である。 

 

３．研究の方法 

本研究では、目的を達成すべく、主にシミュレーション研究とランダム化比較試験の基盤構築

に注力をした。具体的には、AI のもつ癌死抑制効果に関する microsimulation model の研究成果

(Areia-Mori, et al. Lancet Digital Health 2022)を公表し、更にこの結果をサポートするために、AI が

どの程度内視鏡件数を増加/減少させるかをメタアナライシスの手法を介してシミュレーション

した（Mori Y, et al.Clin Gastroenterol Hepatol Published online: 28 Aug 2022)。さらに AI の有効性を

検証するに足るランダム化比較試験デザインに関する研究を進め、その成果を公表した 

（Mori Y, et al.Lancet Gastroenterol Hepatol 2022 Vol. 7 Issue 9 Pages 785-786）。これらにより、大規

模試験の礎となる、研究インフラを確立することができた。 

 



４．研究成果 

AI の臨床応用においては、その有用性について十分な証拠が欠如している。本研究は、AI を

大腸内視鏡に併用することで、将来の大腸がん罹患率を約５パーセント減らすことができるこ

とを高精度のシミュレーション研究で示した点において、学術的意義がある。今後は、実際の患

者様への導入をすることでリアルワールドの有効性を検証する必要があるため、その意味で、研

究インフラを確立させた本研究の社会的意義は大きい。 
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